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言が出され、その条文では 「アーキ ビス トの
需要は、公文書館法の適用を受ける国と地方







改め、内容 も拡充 して 「史料管理学研修会」
を発足 させている。他方、国立公文書館でも
研修会を継続 して開催 してお り、これらの研
修会が史料学 ・文書館学の研究センター とし
て、 またアーキビス ト教育の中心 となってい
くことであろう。
記録 ・史料の調査 ・収集 ・整理 ・保存 ・利
用 という業務 を遂行する施設 として、文書館
が全国的に設置 されつつある今 日、い ままで
幾多の先人、研究者が努力されて きたかを思
いおこしつつ、前進 しなければならない。文
書館 をとりまく情勢は決 して平坦 ではない。
諸外国 とくらべて100年遅れているといわれ
ている。施設数 ・規模 ・アーキビス ト養成 ・
文書館学の体系化等、これらをいかにクリア
ー してい くかが問われている。
しか し確実に一歩一歩、歩 きは じめている。
《特集 ・博物館の未来を探る》
地域博物館に未来はあるか?









かわる人達は言 う、「日本 には文化 に関す る



















料館 も建設 されてきた。 しか し、資料の収集
を主目的とする地方史誌編 さんとモノによっ
て地域の歴史や文化の歩み を伝えようとす る






ような展示 を心掛けるべ きである。従 って、
資料収集や調査 ・研究は、学芸員の興味や自
己満足の レベルに留 まるべ きものではない。
2.参加 ・体験できる展示 を


































を提供 し、将来のあるべ き姿を描 く作業に研
究者的視点 を踏 まえて積極的に協力 ・参画す
る必要がある。言わば、地域のシンクタンク









































「うちで寄贈 した資料 は、いつ博物館 に展
示されるのだろう?」と聞かれることがある。
「貴重 な資料 、家宝 と思 って寄贈 したのにな










ざまである。その原 因や解決策 を考 える時、






















を受 けるのは文化予算 と相場が決 まってい




















ない博物館 に通 じる。展示に完成はない とい
う意識 をもって、忙 しい仕事の合間をぬ って、
改良の意欲 をもって展示 室に立つ必要があ
る。そして時には、わか りやす く展示 を見学
者に解説することも必要であろう。展示室に
行かない学芸員のいる博物館 に未来はない。
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